
▪給付金詐欺について
　特別定額給付金について、市役所などが次のことをお願いすることはありません。

刈谷市では、特殊詐欺対策として、「不審電話防止装置」を販売しています。

対対　市内在住の60歳以上（1世帯につき1台まで）　￥￥　1台2,000円
申申　 健康保険証など氏名・住所・生年月日が確認できるものを持参し、

くらし安心課へ。
問問　くらし安心課（☎62-1058）

主
な
機
能

・�電話の呼出音が鳴る前に「この電話は振り込め詐欺などの犯罪
被害防止のため、会話内容が自動録音されます」と相手にメッ
セージを流し、自動的に録音を開始します。
・�緊急時にボタンひとつで、あらかじめ登録した相手にメッセー
ジを流すことができます。

その他の詐欺にもご注意ください

相 
談 
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▶消費者ホットライン（☎188）
　最寄りの市町村や都道府県の消費生活センターなどを案内する全国共通の3桁の電話番号です。
▶市消費生活センター（☎91-1195）
　 消費生活上のトラブルについて、専門の相談員が相談に応じ、助言やあっせんなど、解決のための

サポートをします。
▶刈谷警察署（☎22-0110）
　緊急時には、すぐに警察署へご相談ください。

オレオレ詐欺 還付金詐欺 キャシュカード詐欺盗

親族などを装って電話をかけ、
事件や事故の示談金などを名目
に金銭をだましとる手口

市役所の職員などを名乗って「保
険料の還付金がある」と電話をか
け、受取り手続きを装ってATM
に誘導して振り込みをさせるこ
とによりお金をだましとる手口

警察官や銀行協会などの職員を
装って「キャシュカードが不正
に使われている」などと電話を
かけ、準備させたキャシュカー
ドを、隙を見て盗み取る手口

特殊詐欺ストップ！不審電話防止装置の販売

新型コロナウイルス感染症に便乗した
悪質商法にご注意ください！

▪新型コロナウイルス感染症に便乗した悪質商法について
　新型コロナウイルスの感染拡大に関連した次のような相談が増えています。
◦マスクを無料送付するというメッセージがスマートフォンに届いた

◦SNSで「マスクが購入できる」という書き込みを見て通販サイトで申し込んだが不審だ

◦市の新型コロナウイルス対策室を名乗り、個人情報を聞き出す不審な電話を受けた

◦現金自動預払機（ATM）の操作をお願いすること　◦暗証番号を尋ねること
◦「特別定額給付金」の給付のために、手数料の振り込みを求めること

注 意 !
心当たりのない送信元から怪しいメールが届いても、反応しないようにしましょう
新型コロナウイルスに便乗した悪質な勧誘を行う業者には耳を貸さないようにしましょう
不審に思った場合や、トラブルにあった場合は、最寄りの消費生活センターなどに相談しましょう

いやや！
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